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論文内容の要旨

助c£eroよ血ぶ払柁0加わ揖は女性の泌尿器系.会陰部膿瘍.肺膿瘍から分離される偏性嫌気性菌である｡この菌

種は非淋菌性尿道炎を含めた種々の感染の起炎菌といわれているが.その病原性については未だ確立されていな

い｡またこの菌の同定には特殊な輸送培地を用い,かつ嫌気的培養が必要であるため,検出までかなりの時間が

必要であり,さらに手技が煩雑であることより,培養法により同菌を検出し病原性を検討することが非常に困難

であった｡近年,分子生物学的診断法の進歩により.特異性.感度に摩れたpolymerase chain reaction

(PCR)法が開発され.培養困難な各種感染症起炎菌の同定に応用されている｡そこで,申請者はPCR法を応用

した且u柁0わ扇cMの検出法を開発し,日本人男子非淋菌性尿道炎患者および無症候男子より採取した尿道擦過

物を用いて同菌の検出頻度を比較検討した｡

研究方法

1.B.uT?Olyticusの16SribosomalRNA遺伝子の塩基配列に相補的な3種類の01igonucleotideを作製した｡こ

の内上流側,下流側の2種類のoligonucleotideをprimerとしてPCRを行い,その後電気泳動を施行し,塩基配列

から予測されるDNAの増幅を観察した｡さらに残りの01igonucleotideをinternalprobeとしてsouthern blot

hybridizationを行い,本PCR法で増幅されたB.ureolyticusのDNAの有無を確認した｡

2.基礎的検討として.本PCR法によるβ.仏陀0擁ic払ぶ検出の特異性およびβ.払曙0加わMの検出感度の検討を行っ

た｡

3.臨床的検討として,日本人男子非淋菌性尿道炎患者114名および無症候男子50名より採取した尿道擦過物を用

いて本PCR法を行い,その検出頻度を検討した｡.その際仇ねmッ血亡mcんomαぬについても同様に培養法とPC

R法を用いて検出し,非淋菌性クラミジア性尿道炎との関係も比較検討した｡検出頻度の比較は,Fisherの直接

確率計算法を用いて検討し,P<0.05のとき,有意と判断した｡

研究結果

1.本PCR法によりB.uT?OlyticusではDNAの増幅を認めたが,他のBacteroides属,尿道常在菌や尿道炎起炎菌

での増幅は認められず,本PCR法はβ.ureolyticusに特異的であった｡またB.ureolyticus18個由来のDNA畳ま

で検出可能であった｡

2.日本人男子非淋菌性尿道炎患者114名中22名(19.3%),無症候男子50名中6名(12.0%)で且比柁0加わ揖が

本PCR法にて検出されたが,両者の検出率に有意差は認められなかった｡また,日本人男子非淋菌性尿道炎患
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者114名中31名(27･2%)▼無症候男子50名中1名(2･0%)でC･抽Cんomα亡iぶが検出された｡β･"柁0坤cα5･C･

れCん0〝lαぬが同時に検出されたのは･日本人男子非淋菌性尿道炎患者114名中6名(5･3%)･無症候男子では50

名中0名であり,非淋菌性クラミジア性尿道炎患者と非淋菌性非クラミジア性尿道炎患者での且混作郎c"ぷの

検出率に関しても有意差は認められなかった0このことよりβ･仏陀0卸元鵬は非淋菌性尿道炎の起炎菌として重

要でないと考えられた○

且本PCR法は特異性感度ともに高く･また迅速かつ簡単に施行できることより･尿道炎を含めた感染症にお

ける且仏間心血Mの病原性の検討に利用できると考えられた｡

論文審査結果の要旨

硝石賓輔弼R法を応用し特異性･感度に優れた且比柁0坤c揖の検出方法を世界で初めて開発した｡

さらに同法を用い男子尿道炎患者及び無症候男子より且払reO姉舶の検出を行い･且L椚0伸"sが男子尿道

炎起炎菌の可能性が低いことを示唆する所見を得た｡本研究の成果は同菌の他領域での病原性の研究にも応用可

能であり.泌尿器科学ならびに感染症学の進歩に少なからず寄与するものと認められる｡

DevelopmentandClinicalApplicationofaPolymeraseChainReaction-BasedAssayforDetecting

βαCとeroide5U柁0如IC払5

JournalofInfectionandChemotherapy 3(3)‥150～153･1997･
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